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東
大
農
場
に
つ
い
て

西
東
京
３
・
４
・９
号
線

の
今
後
と
東
大
農
場
の
地
区
計

画
は
い
つ
ご
ろ
を
目
途
に
。

３
・
４
・９
号
線
は
現
在

東
京
都
に
よ
り
用
地
測
量
が
行

わ
れ
て
い
る
。
早
期
整
備
に
向

け
連
携
し
て
取
り
組
む
。
ま
た

東
京
大
学
の
処
分
地
利
用
方
針

が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
早
い
時

期
に
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
説
明

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
手
当
て
に
つ
い
て

計
画
に
比
べ
地
方
負
担

が
増
え
る
形
で
あ
り
、
憤
り
を

感
じ
て
い
る
。
全
額
国
負
担
に

な
る
よ
う
国
へ
働
き
か
け
を
。

本
来
全
額
国
負
担
で
賄

わ
れ
る
べ
き
。
平
成
23
年
度
は

国
の
責
任
に
お
い
て
全
額
負
担

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
長
会

を
通
じ
東
京
都
と
連
携
し
て
国

に
要
望
す
る
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

当
初
議
会
に
示
さ
れ
た

初
期
投
資
８
億
７
千
万
円
が
12

億
８
千
万
円
に
増
額
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
等
、

都
の
指
摘
等
に
よ
る
も
の
。

て
の
取
り
組
み
は
。

業
務
執
行
の
適
正
な
執

行
管
理
に
よ
り
時
間
外
勤
務
の

縮
減
を
促
進
す
る
。

ご
み
袋
手
数
料
に
つ
い
て

再
三
、
私
ど
も
は
、
可

燃
・
不
燃
は
現
行
の
１
／
２
へ
、

プ
ラ
は
現
行
の
１
／
４
の
料
金

へ
と
提
案
し
て
き
た
。
我
々
自

民
党
会
派
の
提
案
に
対
し
市
長

の
見
解
は
。

審
議
会
答
申
を
尊
重
し
、

可
燃
・
不
燃
は
現
行
の
ま
ま
、

プ
ラ
は
半
額
で
お
願
い
し
た
い
。

義
務
教
育
児
医
療
費
助
成
制
度

所
得
制
限
を
復
活
し
、

制
度
を
「
継
続
し
な
い
」
と
し

た
時
期
と
理
由
は
。

継
続
を
と
の
要
望
が
あ

っ
た
が
、
予
算
編
成
過
程
で
国

の
動
向
を
注
視
し
て
決
断
し
た
。

で
あ
る
。
何
故
そ
れ
以
外
の
数

値
を
出
す
の
か
。

質
問
の
と
お
り
、
経
常

収
支
比
率
に
寄
与
す
る
財
政
効

果
額
は
58
億
円
で
あ
る
。
今
回

は
全
額
を
記
載
し
た
。

社
会
経
済
情
勢
と
行
政

需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
３

次
行
革
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

財
政
収
支
見
込
み
を
作

成
し
、
財
政
計
画
と
も
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
策
定
を
進
め
る
。

３
次
行
革
に
お
け
る
公

共
施
設
の
適
正
配
置
・
有
効
活

用
は
。
ま
た
市
長
は
２
庁
舎
体

制
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

１
市
２
庁
舎
体
制
を
含

め
、
３
次
行
革
で
は
、
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
た
上
で
取

り
組
み
た
い
。

人
件
費
の
抑
制
に
つ
い

に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

施
政
方
針
で
は
、
第
２

次
行
革
の
財
政
効
果
は
80
億
円

を
超
え
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

経
常
収
支
比
率
に
寄
与
す
る
財

政
効
果
額
は
。

平
成
18
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
の
累
積
で
約
58
億

円
と
見
て
い
る
。

本
来
２
次
行
革
の
目
標

は
経
常
収
支
比
率
85
％
が
目
標

《
は
じ
め
に
》

今
年
度
は
、
本
市
が
誕
生
し
て
か
ら
10
年

目
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
改
め
て
市
政
運
営

の
責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る
。

《
地
域
主
権
へ
の
対
応
》

動
き
始
め
た
地
方
分
権
改
革
時
代
に
求
め

ら
れ
る
人
材
を
確
保
・
育
成
し
、
政
策
立
案

や
行
政
執
行
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

《
市
民
生
活
の
安
定
・
安
心
の
た
め
に
》

国
や
東
京
都
の
施
策
を
有
効
活
用
し
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
地
域
力
の
醸
成
・
向
上
を

図
り
た
い
。

《
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
と
課
題
》

（
仮
称
）
障
害
者
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
す

み
よ
し
保
育
園
等
の
建
設
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
公
共
施
設
の
一
層
の
統
合
整
備
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

《
第
３
次
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
》

「
公
共
施
設
の
適
正
配
置
・
有
効
活
用
」「
人

件
費
の
抑
制
」「
特
別
会
計
の
健
全
化
」「
事

務
委
託
化
」「
施
策
評
価
制
度
の
効
果
的
運

用
」「
徴
収
体
制
強
化
の
検
討
」
の
６
項
目

を
重
点
に
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
主
要
な
取
組
》

○
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
基
盤

の
整
備

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
に
用
地
取
得
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
。
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
に
向
け

交
通
量
等
の
調
査
を
実
施
す
る
。

○
み
ど
り
の
維
持
・
保
全
・
創
造
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進

東
大
農
場
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
は
、
処
分
予

定
地
の
公
共
的
活
用
な
ど
を
協
議
す
る
。
国

の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、（
仮
称
）
中
町

市
民
農
園
を
整
備
す
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
類
収
集
手
数
料
を
減
額
改
定
す
る
。

○
子
育
て
、
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
、
地
域

医
療
の
充
実

保
育
園
待
機
児
解
消
に
向
け
て
施
設
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
民
間
施
設
の
誘
致
、
私

立
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
の
補
助
制
度
を

創
設
す
る
。
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
を
整
備
す
る
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

補
助
を
実
施
す
る
。
国
民
健
康
保
険
は
恒
常

的
な
赤
字
構
造
の
健
全
化
に
向
け
て
、
保
険

料
率
の
引
き
上
げ
と
一
般
会
計
繰
入
金
を
増

額
す
る
。

○
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
活
動
の

充
実中

学
校
完
全
給
食
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

３
校
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
残
り
の
６
校

に
つ
い
て
も
早
期
の
実
施
に
努
め
る
。

碧
山
小
学
校
の
校
庭
の
芝
生
化
を
本
格
実

施
す
る
。
西
東
京
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
に

基
づ
き
、（
仮
称
）
文
化
芸
術
振
興
基
本
計

画
を
策
定
す
る
。

○
市
民
活
動
支
援
、
商
工
業
、
農
業
振
興
の

充
実市

内
の
自
治
会
・
町
内
会
の
実
態
把
握
の

基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。（
仮
称
）
東
伏
見

市
民
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ザ
開
設
に
向
け
て
、
地

元
商
店
街
等
と
調
整
を
進
め
る
。

○
情
報
公
開
・
説
明
責
任
・
市
民
参
加
の
充

実
、
行
財
政
改
革
の
推
進

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の

適
正
配
置
・
有
効
活
用
、
下
水
道
使
用
料
の
見

直
し
、
公
共
施
設
駐
車
場
使
用
料
の
適
正
化
等

に
取
り
組
む
。

《
お
わ
り
に
》 

新
市
建
設
計
画
後
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
も

視
野
に
入
れ
て
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
。

訴
え
て
い
く
の
か
。

財
源
捻
出
と
い
っ
た
課

題
で
あ
り
、
基
礎
的
自
治
体
に

課
題
が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば

市
長
会
を
通
じ
地
方
の
立
場
を

示
し
て
い
き
た
い
。

地
方
主
権
の
対
応
と
し

て
、
今
後
の
基
礎
的
自
治
体
に

求
め
ら
れ
る
人
材
を
確
保
・
育

成
す
る
た
め
の
具
体
策
は
。

本
市
の
地
域
個
性
に
対

応
す
る
制
度
や
政
策
を
み
ず
か

ら
立
案
し
開
発
し
て
い
く
た
め

に
、
政
策
立
案
及
び
法
制
執
務

西
東
京
市
10
周
年
の
節

目
の
年
に
市
政
運
営
を
任
さ
れ

た
責
任
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

全
国
か
ら
注
目
を
集
め

た
市
町
村
合
併
の
先
進
モ
デ
ル

と
し
て
誇
る
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
自
治
体
の
長
を
担
え

た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

民
主
党
新
政
権
の
多
く

の
課
題
と
は
ど
の
よ
う
な
点
だ

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

自
治
体
の
長
と
し
て
地
方
自
治

体
に
降
り
か
か
る
こ
と
で
あ
れ

ば
、
市
長
は
国
に
ど
の
よ
う
に

代表質問の要旨
第１回定例会では、3 月１日に市長の施政方針に対する各会派による代

表質問を行いました。ここでは、最初に市長の施政方針の概要を掲載した
上で、代表質問で行われた主な質問内容についてお知らせします。詳細
についてご覧になりたい場合は、会議録をご覧ください。なお、質問内
容については、各質問議員が執筆し、その責任のもとに掲載しています。
※第１回定例会の会議録は、５月下旬に発行予定です。市長の施政方

針の内容は市報３月 15 日号に詳しく掲載しています。ともに両庁舎の
情報公開コーナー、各図書館、ホームページで全文をご覧いただけます。

西
東
京
自
由
民
主
党

我
々
提
案
の
ご
み
袋
料
金
値
下
げ
を
!

義
務
教
育
児
医
療
費
助
成
の
継
続
を
!!
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東大農場の桜


